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Ⅰ．規程及び体制等の整備状況 

 

１．機関内規程 

１）評価結果 

 ■ 基本指針に適合する機関内規程を定めている。 

 □ 機関内規程を定めているが、一部に改善すべき点がある。 

 □ 機関内規程を定めていない。 

２）自己点検の対象とした資料 

和洋女子大学動物実験等管理規程 

 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 

動物実験規程(雛形)第 3 版(公私動協)に倣う形で 2022 年 3 月に規程を改正施行した。 

 

４）改善の方針、達成予定時期 

特になし。 

 

 

２．動物実験委員会 

１）評価結果 

 ■ 基本指針に適合する動物実験委員会を設置している。 

 □ 動物実験委員会を設置しているが、一部に改善すべき点がある。 

 □ 動物実験委員会を設置していない。 

２）自己点検の対象とした資料 

和洋女子大学動物実験等管理規程、動物実験委員会委員構成 

 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 

「和洋女子大学動物実験等管理規程」の中で、基本指針に則した委員会の役割や委員構成等が定めら

れている。 

 

４）改善の方針、達成予定時期 

特になし。 

 

 

３．動物実験の実施体制 

１）評価結果 

 ■ 基本指針に適合し、動物実験の実施体制を定めている。 
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 □ 動物実験の実施体制を定めているが、一部に改善すべき点がある。 

 □ 動物実験の実施体制を定めていない。 

２）自己点検の対象とした資料 

和洋女子大学動物実験等管理規程、動物実験計画書、動物実験委員会審査報告書、動物実験計画書審

査結果通知書、動物実験終了報告書、実験室設置承認申請書、飼養保管施設設置承認申請書、施設等

廃止書 

 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 

動物実験計画の立案、審査、承認、結果報告に関する実施体制が規程によって定められ、適正に運営

されている。 

 

４）改善の方針、達成予定時期 

特になし。 

 

 

４．安全管理に注意を要する動物実験の実施体制 

１）評価結果 

□ 基本指針に適合し、安全管理に注意を要する動物実験の実施体制を定めている。 

■ 安全管理に注意を要する動物実験の実施体制を定めているが、一部に改善すべき点がある。 

□ 安全管理に注意を要する動物実験の実施体制を定めていない。 

□ 該当する動物実験を行っていないので、実施体制を定めていない。 

２）自己点検の対象とした資料 

遺伝子組換え実験安全管理規程、和洋女子大学動物実験等管理規程、動物実験計画書 

 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 

該当する動物実験を行っていないが、2023 年 4 月から「遺伝子組換え実験安全規程」1 条を「P1 及

び P1A レベルの物理的封じ込めを必要とする実験に限る」と改正施行している。ただし、「動物実験

計画書」には安全確認欄がないため、実施するのであれば改善する必要がある。 

 

４）改善の方針、達成予定時期 

「遺伝子組換え実験安全管理規程」の改正を受けて、2024 年 4 月より「和洋女子大学動物実験等管

理規程」の文言を整え、「動物実験計画書」の書式に「安全管理上注意を要する点」を盛り込む予定と

している。 

 

５．実験動物の飼養保管の体制 

１）評価結果 
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 ■ 基本指針と飼養保管基準に適合し、適正な飼養保管の体制である。 

 □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 

 □ 多くの改善すべき問題がある。 

２）自己点検の対象とした資料 

和洋女子大学動物実験管理規程、和洋女子大学動物実験および飼養保管マニュアル、飼養保管施設設

置承認申請書、実験室設置承認申請書 

 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。） 

機関内において実験動物の飼養保管施設は把握されており、実験動物管理者も置いている。 

「和洋女子大学動物実験および飼養保管マニュアル」を 2023 年 5 月に改正している。 

 

４）改善の方針、達成予定時期 

特になし。 

 

 

６．その他（動物実験の実施体制において、特記すべき取り組み及びその点検・評価結果） 

委員会構成員として実験動物に優れた識見を有する外部委員を加えている。 
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Ⅱ．実施状況 

 

１．動物実験委員会の活動状況 

１）評価結果 

 ■ 基本指針に適合し、適正に機能している。 

 □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 

 □ 多くの改善すべき問題がある。 

２）自己点検の対象とした資料 

和洋女子大学動物実験等管理規程、動物実験委員会議事要録 

 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。） 

動物実験委員会は、機関内規程に定めた機能を果たし、委員会を開催し、関連事項に関して審議を行

った。 

４）改善の方針、達成予定時期 

特になし。 

 

 

２．動物実験の実施状況 

１）評価結果 

 ■ 基本指針に適合し、適正に動物実験を実施している。 

 □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 

 □ 多くの改善すべき問題がある。 

２）自己点検の対象とした資料 

和洋女子大学動物実験等管理規程、動物実験計画書、動物実験委員会審査報告書、動物実験計画書審

査結果通知書、動物実験終了報告書 

 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。） 

今年度の実施なし。 

 

４）改善の方針、達成予定時期 

特になし。 

 

 

  

３．安全管理に注意を要する動物実験の実施状況 

１）評価結果 
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 □ 基本指針に適合し、当該実験を適正に実施している。 

 □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 

 □ 多くの改善すべき問題がある。 

 ■ 該当する動物実験を行っていない。 

２）自己点検の対象とした資料 

今年度動物実験が１件もなかったため資料はない。 

 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。） 

 

 

４）改善の方針、達成予定時期 

今後、安全管理に注意を要する動物実験を行えるよう、2024 年 4 月に「動物実験計画書」に安全確認

欄を設け、併せて「和洋女子大学動物実験等管理規程」の文言を整える予定である。 

 

 

４．実験動物の飼養保管状況 

１）評価結果 

 ■ 基本指針と飼養保管基準に適合し、適正に実施している。 

 □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 

 □ 多くの改善すべき問題がある。 

２）自己点検の対象とした資料 

「和洋女子大学動物実験および飼養保管マニュアル」 

 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。） 

今年度の飼育なし 

 

４）改善の方針、達成予定時期 

特になし。 

 

 

５．施設等の維持管理の状況 

１）評価結果 

 ■ 基本指針と飼養保管基準に適合し、適正に維持管理している。 

 □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 

 □ 多くの改善すべき問題がある。 

２）自己点検の対象とした資料 



2023 年度 自己点検・評価報告書                       様式１－２ 

 

 

  6  

 

 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。） 

毎年落下細菌検査及び消毒を行っている。 

 

４）改善の方針、達成予定時期 

特になし。 

 

 

６．教育訓練の実施状況 

１）評価結果 

 ■ 基本指針と飼養保管基準に適合し、適正に実施している。 

 □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 

 □ 多くの改善すべき問題がある。 

２）自己点検の対象とした資料 

教育訓練資料 

 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。） 

9 月 5 日、実験動物管理者を講師とし、動物実験に関わる学内の教職員を対象に、教育訓練を実施し

12 名の参加があった。出席できなかった教員 1 名は教育訓練の様子を録画した DVD を視聴した。 

 

４）改善の方針、達成予定時期 

公私動協の教育訓練後の 9 月頃に対面で開催し、未受講者が実験を実施する場合には、教育訓練の様

子を録画した DVD 視聴で対応する。 

 

 

７．自己点検・評価、情報公開 

１）評価結果 

 ■ 基本指針と飼養保管基準に適合し、適正に実施している。 

 □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 

 □ 多くの改善すべき問題がある。 

２）自己点検の対象とした資料 

ホームページ(動物実験に関する情報) 

 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。） 

大学の情報公開ホームページに自己点検・評価報告書等の情報を公開している。 



2023 年度 自己点検・評価報告書                       様式１－２ 

 

 

  7  

 

４）改善の方針、達成予定時期 

特になし。 

 

 

８．その他 

（動物実験の実施状況において、機関特有の点検・評価事項及びその結果） 

2023 年度は動物実験を行っていない。 

 

 

 

表 1 2023 年度動物実験の実施における自己点検・調査に関する報告書集計 

 

部局名 動物実験計画書の審査 
動物実験従事者

及び飼養者数 

飼養保管施設

の設置状況 実施学科 許可件数 
不許可 

取り下げ数 

健康栄養学科 ０ ０ ０ 1 

合計 ０ ０ ０ 1 

 

表 2 2022 年度動物実験実施結果 

 

所属 動物種 使用数 飼養数 

健康栄養学類 
ラット ０ ０ 

マウス ０ ０ 

 

合 計 

ラット ０ ０ 

マウス ０ ０ 

２０２４年３月３１日現在 

 

 


